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人間ドックの基本料金の一部を助成します
人間ドック受診助成希望者を募集

　平成28年度の公立豊岡病院組合立病院（豊岡・
日高・出石）での人間ドック受診助成希望者の二
次募集をします。
▼対象　次の条件を全て満たす市民
▽40歳以上の方（平成29年３月31日現在）
▽市の指定する医療機関・日程で受診可能な方
▽職場等で人間ドック助成制度のない方
▽平成28年度「すこやか市民健診」・「個別健診（特
　定健診）」を受診しない方
▼助成対象病院（受診期間）
▽豊岡病院（11月～平成29年３月）
▽日高医療センター（12月～平成29年２月）
▽出石医療センター（11月～平成29年３月）

▼申込み　９月１日（木）～
30日（金）に、健康増進
課（〒668-0046、立野町
12-12）、市民課、または
各振興局市民福祉課にある「助成申込書（はが
き）」を窓口に提出または郵送してください。

※定員に達した時点で終了（先着順）
▼その他
▽豊岡病院と日高医療センターは胃透視のみで

す（胃カメラなし）。
▽受診日程は、随時お知らせします（日程は希望

どおりにならない場合があります）。
《申込み・問合せ》健康増進課☎24-1127

《助成内容》
医療機関 種別 定員 基本料金 加入している保険の種類 市助成額 自己負担額

豊岡病院 日帰り 20人 41,650円
豊岡市国保・後期高齢者 18,000円 23,650円

その他保険 10,000円 31,650円

日高医療
センター

半日 30人 37,800円
豊岡市国保・後期高齢者 18,000円 19,800円

その他保険 10,000円 27,800円

１日 ６人 46,440円
豊岡市国保・後期高齢者 22,000円 24,440円

その他保険 12,000円 34,440円

１泊２日 15人 63,720円
豊岡市国保・後期高齢者 30,000円 33,720円

その他保険 15,000円 48,720円
出石医療
センター 日帰り 10人 43,200円

豊岡市国保・後期高齢者 18,000円 25,200円
その他保険 10,000円 33,200円

※各病院のオプション検査の種類・料金は「人間ドック受診のしおり」をご覧ください。

新しく霊苑を探している方は必見です
市立霊苑の現地案内会を開催

※参加者が自らの自動車で移動できるときは１
組５人程度まで参加できます。
▼申込方法　９月１日（木）から、希望日、氏名、

人数等を窓口か電話で連絡してください。
▼その他　自分の家の庭や畑等に勝手に墓を作

ったり、遺骨を墓以外の場所に埋めたりする
ことは法律で禁止されています。墓を作りた
い、移設したい方は、ぜひ、市立霊苑を利用
してください。

《申込み・問合せ》生活環境課☎23-5304

　市立霊苑現地に案内し、特徴などを説明します。
霊苑の利用方法や埋葬、改葬の方法なども説明
します。
　新しく霊苑を求めている方、墓地の移転を考
えている方は、ぜひ、参加してください。

▼案内する霊苑
▽東霊苑（市場490番地の２）
▽西霊苑（高屋461番地の１）
▼定員　各日程とも５組10人（先着順、１組２人

まで）を霊苑に送迎します。

日　時　9月23日（金）～25日（日）
　　　　午前10時～正午
集　合　本庁舎北駐車場
　　　　※見学終了後、個別相談を実施

▲昨年の案内会の様子▲東霊苑シンボルサイン
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▲植村直己冒険賞　盾・メダル

▲植村直己さん
ⓒ文藝春秋


